
 
 

第２章 業務の概要及び実績等
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（１）国家試験の実施に関する業務 

①業務概要 
四国厚生支局では、５種類（医師、助産師、保健師、看護師、薬剤師）の国家試験業務を担

当しています。 
国民の生命に直接影響を与える医療職種の資格に関わるものであり、公共性の高い業務です。 

○試験会場の確保 
○出願書類のチェック（受験資格審査、受験番号採番） 
○試験の実施（試験会場確保、監督員の配置、試験の進行、不正行為の防止） 
○合格発表 

 
②業務実績 
  平成２７年度の実施状況は次のとおりです。 

 

試験の種類 
試 験 日 

（平成２8 年） 
試験会場 

受験者数 合格率 

（名） （％） 

第 110 回医師 

2 月 6 日(土) 

サンメッセ香川 
 (91.5) 

90.8 
2 月 7 日(日) 579 
2 月 8 日(月) 

 

第 99 回助産師 2 月 17 日(水) 高松市総合体育館 81 
(99.8) 

100.0 

第 102 回保健師 2 月 16 日(火) 高松市総合体育館 483 
(89.8) 

92.5 

第 105 回看護師 2 月 14 日(日) 
サンメッセ香川 

高松大学 

 (89.4) 
85.5 

3489 

 

第 101 回薬剤師 
2 月 27 日(土) 

徳島文理大学 507 
(76.8) 

2 月 28 日(日) 61.3 
    （注）合格率の（  ）は全国平均 

 

 

 

 

 

 

１ 総務課 
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（２）行政文書の開示 

①業務概要 

行政機関等が保有する文書については、情報公開法に基づいて開示請求することができます。 

行政文書の開示請求が申請された場合には、行政文書を保有する担当部署と協力し、行政文 

書の写しの交付を行っています。なお、個人に関する情報などの不開示情報が記録されてい

る場合は不開示となります。 

 

②業務実績 

 平成２７年度の開示請求は、次のとおりです。 

 

部   門 件 数 

年金・健康福祉部門 0 
医療指導部門 67 
麻薬取締部門 0 
合計 67 
 

 

 
（3）国有財産の管理及び売却 

①業務概要 
国有財産については財務省が全般を総括していますが、管理処分については当該国有財産を

所管する地方厚生（支）局長が行っています。 
 

②業務実績 
地方社会保険事務局から承継した国有財産（１３物件）について、計画的な売却等に努め、

売却促進に向けた次のような取組を進めています。 
○物件の詳細な情報をホームページに掲載 
○現地案内看板の設置 
○関係機関（財務局、法務局、地方公共団体等）における売却情報の掲示等 
○近隣住民や近隣不動産業者に対する情報提供（チラシの配布活動） 
○期間入札及び先着順方式の活用 

その結果、平成２７年度までに１２物件の売却を行いました。残る物件は、高知県の１物件

となっています。 
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（１） 

 

 

（1）四国厚生支局の総合的な企画及び立案 

①業務概要 
企画調整課は、主に四国厚生支局の総合的な企画及び立案に関する業務を所掌し、厚生労働

省、関係機関との連絡調整や、支局内の調整・取りまとめを行っています。 
主な業務として、支局組織目標の策定、業務計画の取りまとめ、広報の推進、組織的な業務

改善に向けた取組、職員研修の企画などを行っています。 
 

 ②業務実績 
   ア 平成２７年度の広報会議等の開催状況 

会議名等 開催回数 

広報会議 1 回 

広報会議作業部会 4 回 

 
イ 平成２７年度の職員研修状況 

開催月 研 修 名 

平成２７年５月 危険ドラッグについて等（麻薬取締部による研修） 

６月 社会保障制度 

７月 個人情報保護制度 

８月 地域包括ケアシステムに関する研修 

９月 地域医療構想の取組みについて 

１０月 公務員倫理 

１１月 セクハラ・パワハラ対策 

平成２８年１月 財務諸表の基本分析（簿記の基本を含む） 

 

 

（２）四国地方社会保険医療協議会総会の運営 

①業務概要 
社会保険医療協議会法に基づき、四国厚生支局に「四国地方社会保険医療協議会」が設置さ

れています。協議会は、保険医療機関及び保険薬局の指定及び指定の取消、保険医及び保険薬

剤師の登録の取消等について、厚生労働大臣（四国厚生支局長へ委任）の諮問に応じて審議・

答申するほか、自ら建議することができます。 
協議会は、「総会」と各県を担当する４つの「部会」で構成され、企画調整課は「総会」の

庶務を担当しています。具体的には四国地方社会保険医療協議会会長及び各委員への日程調整、

２ 企画調整課 
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各委員への総会開催前後での事務手続き等のほか、毎年１０月の任期満了（任期２年、毎年委

員の半数が改選）に伴う委員改選の調整及び申請手続き等を行っています。（「部会」の庶務

は、指導監査課及び各県事務所が担当しています。） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ②業務実績 

平成２７年度の総会開催状況は、次のとおりです。 
 

開   催 審 議 内 容 

第 1 回 

（3 月 30 日） 

・保険医療機関の指定の取消 

・保険医の登録取消 

 

 

（３）四国厚生支局に寄せられた「国民の皆様の声」に関する業務 

①業務概要 
「国民の皆様の声」は、厚生労働行政の政策改善につながるきっかけとなることから、国

民の皆様からの行政に関するご意見・ご要望等を受け付けています。 
四国厚生支局の各課、事務所に寄せられた「国民の皆様の声」については、取りまとめ、

支局内で情報共有するとともに、定期的に厚生労働省へ報告しています。 

なお、寄せられた「国民の皆様の声」については、厚生労働省のホームページで公表して

います。 

 

◆四国地方社会保険医療協議会の概要 
〔総会〕 

・委員定数：２０名 
・委員構成：支払側委員７名（保険者、被保険者、事業主を代表する委員） 

診療側委員７名（医師、歯科医師、薬剤師を代表する委員） 
公益委員６名（公益を代表する委員） 

・審議内容：保険医療機関及び保険薬局の指定の取消並びに保険医及び保険薬剤師の登

録の取消等 
〔部会〕 

・委員定数：８名 
・委員構成：支払側委員３名（保険者、被保険者、事業主を代表する委員） 

診療側委員３名（医師、歯科医師、薬剤師を代表する委員） 
公益委員２名（公益を代表する委員） 

・審議内容：保険医療機関及び保険薬局の指定（総会の事務事項を除く） 
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②業務実績 

平成２７年度に寄せられた「国民の皆様の声」は、次のとおりです。 

 

厚生労働省への報告 件数 

大臣官房地方課 1 
医 政 局 1 
健 康 局 1 
保 険 局 2 
年 金 局 3 

合 計 8 
 

 

（４）四国南海トラフ地震対策戦略会議への参画 

①業務概要 

四国管内では、東南海・南海地震への対策が急務となり、防災関係機関の情報共有及び施

策の連携・調整を図ることを目的に「四国東南海・南海対策連絡調整会議」が設置されまし

た。また、東日本大震災を踏まえ、四国地方における巨大地震に対する防災基本戦略の策定を

目的として連絡調整会議に学識経験者等を加えた「四国東南海・南海地震対策戦略会議」も設

置され、現在では、上記２会議は、「四国南海トラフ地震対策戦略会議」へ改組されていま

す。四国厚生支局では、四国南海トラフ地震戦略会議に参画し、地震防災対策の充実に向けて

取組んでいます。 

 
②業務実績 

「四国南海トラフ地震対策戦略会議」では、「四国地震防災基本戦略」が策定されています。

四国厚生支局では、「速やかに成果をあげるべき７つの施策」の中の「迅速な被災者支援並び

に地域の安全」の項目について、四国各県の被災者の支援対策に関し、情報共有を推進するた

めの取組みを進めています。 
       

    ◆開催状況（平成２７年度） 
    ・平成２７年５月 （香川県で開催） 
 
（５）四国地方産業競争力協議会への参画 

①業務概要 

四国地域の産業競争力強化に関する取り組みを国と地方が一体となって推進するととも

に、国の成長戦略等の政策に地域の実情を反映することで、取り組みの加速化を図り、もって

四国地域の持続的な発展を図ることを目的に、「四国地方産業競争力協議会」が２７名の委員

及び１３オブザーバー機関により設置されています。また、四国の産業競争力の強化に向け、

徳島県、香川県、愛媛県、高知県の４県の産業政策、四国経済連合会の「四経連ビジョン」、

国の地方支分部局の県域を越えた産業政策などの取り組みを更に加速させるために、「四国地
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方産業競争力協議会」において、平成２６年３月に「四国産業競争力強化戦略」が策定されま

した（平成２８年３月改定）。この戦略における重点戦略プロジェクトに基づき、取組みが進

められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
②業務実績 

四国厚生支局は、四国地方産業競争力協議会にオブザーバー機関として参加し、国の地方

支分部局のとりまとめ役である四国経済産業局と連携し、適切な支援を実施しています。 
また、協議会の設置・運営状況等について厚生労働本省に情報提供を行っています。 
 
◆開催状況（平成２７年度） 
・平成２７年１１月 （高知県で開催） 
・平成２８年３月  （香川県で開催） 

  

◆四国地方産業競争力協議会の概要 
〔構成〕 

・委   員：四国４県知事、各県市町村代表、経営者等２７名 
・ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：国の地方支分部局等１３機関 
・目   的：四国地域の産業競争力強化に関する取り組みを国と地方が一体となって 

推進するとともに、国の成長戦略等の政策に地域の実情を反映すること 
で、取り組みの加速化を図り、もって四国地域の持続的な発展を図るこ 
とを目的に、設置・業務内容：四国地域の産業競争力強化に関する戦略 
の検討及び策定に関すること。戦略の推進状況の検証に関すること等。 
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（１）日本年金機構の徴収職員及び収納職員の認可 

①業務概要 
事業主の方が納める厚生年金保険等の保険料や自営業の方などが納める国民年金保険料（以

下「保険料」といいます。）の収納事務については、機構の「収納職員」が、また、その保

険料が納付されない場合の滞納処分については、機構の「徴収職員」が行うこととされてい

ます。 
この「徴収職員」及び「収納職員」の任命は機構理事長が行いますが、その任命に当たって

は、あらかじめ厚生労働大臣（地方厚生（支）局長に委任）の認可が必要とされています。 
四国厚生支局では、機構四国ブロック本部から各年金事務所等に配置する「徴収職員」及び

「収納職員」について認可申請があった場合、当該申請の審査と認可を行っています。 
 

②業務実績 
平成２７年度の徴収職員等の認可実績は、次のとおりです。 
 

平成2７年度 
実績 

認可内容 認可人数 
徴収職員の認可 45名 
収納職員の認可 44名 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年金制度に関する管理・運営 

 

公的年金制度は、厚生労働大臣が財政責任・管理運営責任を負いつつ、一連の業務運営は日

本年金機構（以下「機構」といいます。）が実施しています。 

機構では、厚生労働大臣の直接的な監督の下、公的年金の適用や保険料の徴収、年金に関す

る相談や年金の決定を行っていますが、年金に関する事務に関して、行政が行う必要があると

された次の業務について、厚生労働省（四国厚生支局）が実施しています。 

３ 年金管理課 
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（２）日本年金機構が行う滞納処分等の認可及び確認 

①業務概要 
機構が保険料を滞納している厚生年金保険等の適用事業所や国民年金の被保険者に対し滞納

処分や財産調査を行う場合は、あらかじめ厚生労働大臣（地方厚生（支）局長に委任）の認

可が必要とされています。 
 
四国厚生支局では、機構本部（通常分（注 1））及び各年金事務所（緊急分（注 2）及び随時分（注

3））から認可申請があった場合、当該申請の審査と認可を行っています。 
 

（注1）毎月一定の時期を定めて行われ、機構本部で各年金事務所分を取りまとめ一括して認可申請される分で

す。 

（注2）事業の廃止や破産等で急を要するため、各年金事務所から個別に認可申請される分です。 

（注3）会計検査院から指摘された徴収不足保険料等で、各年金事務所から個別に認可申請される分です。 

 

  ②業務実績 

平成２７年度の滞納処分等の認可実績は、次のとおりです。 

 

平成2７年度 
実績 

認可内容 認可件数 
滞納処分等の認可（通常分） 44,460件 
滞納処分等の認可（緊急分） 26件 
滞納処分等の認可（随時分） 0件 

計 44,486件 

 
③実施結果 

機構で実施した滞納処分等については、機構本部で月単位として取りまとめを行い、翌月末

までに四国厚生支局に対し報告があり、四国厚生支局では、適正に滞納処分等が執行されて

いるかの確認を行っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注1）認可書交付後に年金事務所が滞納処分等を行っている場合。 

（注2）認可書交付前に年金事務所が滞納処分等を行っている場合。 

平成 2７年度 
実施結果 

区 分 報告件数 

確認結果 
突 合（注 1） 2,398 件 
不突合（注 2） 0 件 

計 2,398 件 

差押等の

執行状況 

完 納 210 件 
分割納付 81 件 

処分続行中 2,107 件 

計 2,398 件 
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（３）日本年金機構が行う立入検査等の認可及び確認 

①業務概要 

機構が行う厚生年金保険等の未適用事業所への加入指導・立入検査又は適用事業所への

事業所調査（以下「立入検査等」といいます。）については、あらかじめ厚生労働大臣

（地方厚生（支）局長に委任）の認可が必要とされています。 

四国厚生支局では、機構四国ブロック本部から各年金事務所分を取りまとめた認可申請

（通常分（注1）及び緊急分（注2））があった場合、当該申請の審査と認可を行っています。 

 

（注１）毎月一定の時期を定めて行われ、機構四国ブロック本部から一括して認可申請される分です。 

（注２）国税局、全国健康保険協会及び従業員からの情報提供等により、各年金事務所において速やかに調査

等を行う必要がある場合、機構四国ブロック本部を経由して、認可申請される分です。 

 
②業務実績 

平成２７年度の立入検査等の認可実績は、以下のとおりです。 
 

平成２７年度 
実績 

認可内容 認可件数 
立入検査等の認可（通常分） 14,893件 
立入検査等の認可（緊急分） 13,651件 

計 28,544件 

 

③実施結果 

 機構で実施した立入検査等については、認可後１年（注 1）（認可有効期限）経過した時点で、

有効期限が経過した日の属する月の翌月２０日までに機構四国ブロック本部で取りまとめ、四

国厚生支局に対し報告があり、四国厚生支局にでは、適正に事業所の調査が実施されているか

の確認を行っています。 

 

平成 2７年度 
実施結果 

区 分 報告件数（注 2） 

立入検査等認可件数 26,555 件 

立入検査等 

実 施 件 数 

指摘有の事業所 4,295 件 
指摘無の事業所 18,064 件 

行方不明の事業所 10 件 
計 22,369 件 

未実施の事業所 4,186 件 

計 26,555 件 
（注 1）平成２６年度から認可有効期限が６か月から１年に延長されました。 

（注２）平成２７年度中に確認した平成２６年４月から平成２７年３月までの認可に係る実施結果です。 
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（４）日本年金機構が行う受給権者及び被保険者調査の認可及び確認 

①業務概要 
機構が行う受給権者及び被保険者に関する調査（以下「受給権者等調査」といいます。）に

ついては、あらかじめ厚生労働大臣（地方厚生（支）局長に委任）の認可が必要とされてい

ます。 
四国厚生支局では、機構四国ブロック本部から年金事務所分を取りまとめた認可申請（通常

分（注 1）及び緊急分（注 2））があった場合、当該申請の審査と認可を行っています。 
 

（注１）毎月一定の時期を定めて行われ、機構四国ブロック本部から一括して認可申請される分です。 

（注２）障害の状態を診断させる調査など、各年金事務所において速やかに調査等を行う必要がある場合、機

構四国ブロック本部を経由して、認可申請される分です。 

 
②業務実績 

平成２７年度の受給権者等調査の認可実績は、次のとおりです。 
 

平成2７年度 

実績 

認可内容 認可件数 
受給権者等調査の認可（通常分）  30件 
受給権者等調査の認可（緊急分） 5件 

計 35件 

   
③実施結果 

機構で実施した受給権者等調査については、機構四国ブロック本部で取りまとめ、毎年度終

了後の４月末までに四国厚生支局に対し報告があり、四国厚生支局では、適正に調査が実施

されているかの確認を行っています。 
 

平成 2７年度 

実施結果 

区 分 報告件数 

認可件数 35 件 

受給権者等調査の実施件数 21 件 
未実施件数 14 件 

計 35 件 
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（５）日本年金機構が行う保険料等の収納事務の確認 

  ①業務概要 
    四国厚生支局（年金管理課並びに各県事務所の指定された官職の職員）では、厚生年金保険

料等の領収済通知書の受領事務に関する歳入徴収官の代行機関として、受領事務を行う機構

事務センター職員（国の非常勤職員として任用）から日々報告される「領収済通知書受付日

計表」の内容を確認し、受領事務が適正に行われているかの確認を行います。 
    また、原則年１回、機構事務センターを巡回し、領収済通知書の受領事務が適正に行われて

いるかの確認を行います。 
 

②業務実績 
日々報告される「領収済通知書受付日計表」の内容を確認するほか、年金管理課並びに各県

事務所の指定された官職の職員が機構事務センター（管内４センター）に赴き、領収済通知

書の受領事務が適正に行われていることを確認しました。 

 

 

（６）国民年金等事務取扱交付金に関する業務 

①業務概要 

国民年金事業の円滑な実施を図るため、住民の一番身近な行政窓口である市町村へ国民年

金事業の事務を一部委託しています。当該事務の実施に要する費用については、国は一定の

基準に基づき、地方厚生（支）局が市町村からの申請を審査し、厚生労働省から資金交付さ

れています。 

 この国民年金等事務取扱交付金は、法律により市町村が法定受託事務を遂行するに当たっ

て必要な経費に対して交付するものと、法律に定めがないが、厚生労働省、機構及び市町村

との協力連携のもと事務を遂行するに当たって必要な経費に対して交付するものとの２つに

区分されています。 
 四国厚生支局では、市町村から提出のあった交付申請書及び各種報告書の内容を審査し、

厚生労働省（年金局）へ報告を行った後、厚生労働省（年金局）が資金交付を行います。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
◆ 法定受託事務とは・・ 

国民年金法の規定により、市町村長によって実施される国民年金の事務（第１号被

保険者の資格の得喪、種別変更、氏名・住所変更等に関する届出受理の事務） 
 
◆ 協力・連携事務とは・・ 

法定受託事務と整理されなかった国民年金事務のうち、被保険者へのサービス向上

を図る観点から、厚生労働省、機構及び市町村との協力連携のもとに実施される国民

年金の事務（資格取得時における保険料の納付督励、口座振替、前納の促進のほか、

市町村で実施している年金相談業務などの事務） 
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 ②業務実績 
平成２７年度の交付実績は、次のとおりです。 
 

○法定受託事務に係る交付金                        （単位：千円） 

県 名 市町村数 交付決定額 概算交付額（注1） 精算交付額（注2） 

徳 島 県 24 151,728 99,028 52,700 
香 川 県 17 164,849 109,714 55,135 
愛 媛 県 20 259,851 174,653 85,198 
高 知 県 34 173,562 99,398 74,164 

計 95 749,990 482,793 267,197 
 

○協力・連携に係る交付金                         （単位：千円） 

県 名 市町村数 交付決定額 概算交付額（注1） 精算交付額（注2） 

徳 島 県 24 23,113 9,984 13,129 
香 川 県 17 33,088 17,752 15,336 
愛 媛 県 20 52,522 27,851 24,671 
高 知 県 34 21,578 11,159 10,419 

計 95 130,301 66,746 63,555 
 

（注１）概算交付額とは、前年度の交付実績及び年度当初の計画額の一定額を合わせ第1四半期から第3四半期

までに資金交付した額をいいます。 

（注２）精算交付額とは、年度末に国民年金等事務取扱交付金の交付額を決定し、その決定額からすでに資金

交付した第1四半期から第3四半期までの概算交付額を差し引いた額を第4四半期に資金交付した額をい

います。 

 

 

（７）日雇特例被保険者の適用及び徴収に関する交付金に関する業務 

①業務概要 
日雇特例被保険者に係る保険者の事務のうち、厚生労働大臣が行うこととされている日雇特

例被保険者手帳の交付等に関する事務は、法定受託事務として、厚生労働大臣が指定する市

町村（以下「事務指定市町村」といいます。）が行い、その事務に必要な費用は、厚生労働

省から資金交付されています。 
四国厚生支局では、管内９事務指定市町村より提出された交付申請書及び各種報告書の内容

を審査し、厚生労働省（年金局）へ報告を行った後、厚生労働省（年金局）が資金交付を行

います。 
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②業務実績 
平成２７年度の交付実績は、次のとおりです。 

                                          （単位：円） 

県 名 

（注） 

指定市町村数 申請市町村数 
交付額 

手帳交付等件数 金額（円） 

徳島県 6 5 21 1,666 
高知県 3 2 12 953 

計 9 7 33 2,619 
    （注） 香川県及び愛媛県には、事務指定市町村はありません。 

 

 

（８）厚生年金保険料等の納付の猶予の許可 

① 業務概要 
厚生年金保険料等については、納付義務者が災害等により、その財産について相当な損失を

受けた場合において、納付義務者がその納付すべき保険料等を一時的に納付することが困難

と認められる場合等に、納付を猶予することが認められています。 
（平成２４年１１月から厚生年金保険料等の納付猶予の権限が地方厚生（支）局に委任され

ています。） 
四国厚生支局では、機構四国ブロック本部から年金事務所分を取りまとめた納付猶予の申請

があった場合、当該申請の審査と許可を行っています。 
 
 

（９）社会保険労務士に関する業務 

①業務概要 
社会保険労務士法に関する業務のうち社会保険諸法令に関するものは、厚生労働大臣（地方

厚生（支）局長に委任）が行うものとされ、四国厚生支局では、次の業務を行っています。 
○社会保険労務士又は社会保険労務士法人に対する報告及び検査 
○社会保険労務士が社会保険労務士法等に違反した場合の社会保険労務士会等からの通

知の受理 
○社会保険労務士会の総会決議の取消及び役員の解任の命令 
○社会保険労務士会に対する報告徴収、勧告及び調査 
○社会保険労務士会からの社会保険労務士等に対して注意勧告を行った場合の報告 
○社会保険労務士に不正があった場合の懲戒処分に係る聴聞 
○全国社会保険労務士会が実施している社会保険労務士試験への協力等 
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＜参考＞四国厚生支局管内の社会保険労務士会会員数及び法人数 
                           （平成 2８年 3 月 31 日現在） 

県  名 
会員数（単位：人） 社労士 

法人数 開 業 法人の社員 勤 務 その他 計 
徳 島 県 120 5 29 19 173 2 
香 川 県 193 14 50 26 283 6 
愛 媛 県 264 19 42 28 353 10 
高 知 県 109 0 50 16 175 0 

計 686 38 171 89 984 18 
 

 

（10）年金委員に関する業務 

①業務概要 
年金委員は、年金事業の理解を高め、その円滑な運営を図ることを目的として機構が行って

いる公的年金制度の適用、給付、保険料その他の事項についての啓発、相談及び助言等の活動

（注１）を行っています。 
年金委員には、厚生年金保険の適用事業所の事業主が推薦し、委嘱される「職域型」の年金

委員（注 2）と、市町村等が推薦し、委嘱される「地域型」の年金委員（注 3）に区別され、いずれ

も厚生労働大臣が委嘱を行います。 
四国厚生支局では、事業主や市町村等より推薦のあった年金委員候補者に対して、委嘱に係

る審査、決定及び委嘱状の発行、年金委員証明書の発行等を行っています。 
平成２５年度より、多年にわたり政府管掌年金事業の推進・発展に貢献した者に対して、そ

の功績を称え労苦に報いるとともに、併せて政府管掌年金事業の一層の推進に寄与すること

を趣旨として、年金委員功労者厚生労働大臣表彰が行われています。 
 

（注1）年金委員は、機構と協力連携の下、厚生年金保険の適用事業所の事業主、被保険者及び地域住民に対し

て次の職務を行います。 

○ 機構が取り組む年金記録問題への対応についての協力及び支援 

○ 機構が実施する年金制度等に関する説明会及び普及啓発活動への協力 

○ 機構が発出する各種通知やお知らせ等に関する説明及び相談 

○ 各種届出手続きについての相談及び助言並びに適切な届出の励行 

○ 前各号に掲げるものの他、政府管掌年金事業の推進に必要な活動 

（注2）「職域型」の年金委員は、厚生年金保険の適用事業所に設置されており、設置数は常時３００人未

満の被保険者を使用する適用事業所については１名以上、常時３００人以上の被保険者を使用する

適用事業所については２名以上としています。なお、任期はありません。 

（注3）「地域型」の年金委員は、市町村または各種団体から推薦があった者について、委嘱を行っていま

す。なお、任期は３年です。 

 
 

28



 
 

② 業務実績 
平成２７年度末現在の年金委員数は、次のとおりです。 

 （単位：人） 
県   名 年金事務所名 職 域 型 地 域 型 計 

徳 島 県 
徳 島 北 565 

19 1,204 徳 島 南 442 
阿 波 半 田 178 

香 川 県 
高 松 西 779 

67 2,562 高 松 東 871 
善 通 寺 845 

愛 媛 県 

松 山 西 718 

80 2,698 
松 山 東 445 
新 居 浜 591 
今 治 470 
宇 和 島 394 

高 知 県 

高 知 東 417 

13 1,287 
高 知 西 419 
南 国 227 
幡 多 211 

計 7,572 179 7,751 
 

    平成２７年度年金委員功労者厚生労働大臣表彰の実績は、次のとおりです。 

（単位：人） 

県   名 年金事務所名 表彰者数 備考 

徳 島 県 徳 島 北 1 職 域 型 

香 川 県 
高 松 東 1 職 域 型 

善 通 寺 1 職 域 型 

愛 媛 県 松 山 東 2 職 域 型 

高 知 県 南 国 1 職 域 型 

計 6  
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（11）学生納付特例事務法人の指定等 

①業務概要 

２０歳以上の大学生等の方は、国民年金に加入する義務がありますが、所得のない方が

保険料を納付できずに、将来、年金を受け取ることができなくなることや、不慮の事故等

により障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金を受け取ることができなくなること等

を防止するため、ご本人からの申請により国民年金保険料の納付が一定期間猶予される

「学生納付特例制度」があります。 

 

この制度を活用するためにできるだけ申請のしやすい環境整備を行い、大学等が学生か

らの申請を代行できる「学生納付特例事務法人」の指定を行っています。 

四国厚生支局では、次の業務を行っています。 

○学生納付特例事務法人の指定及び指定の取消に係る審査及び決定 

○学生納付特例事務法人への改善命令 

○学生納付特例事務法人制度の普及・推進 

 

②業務実績 

平成２７年度は、平成２７年５月と「ねんきん月間」である１１月に、管内２８２校に

対して、「学生納付特例事務法人」の指定受諾に関する協力依頼、「学生納付特例制度」

等の公的年金制度の周知依頼及び機構職員による「年金セミナー」実施に関する協力依頼

の通知を送付しました。 

 

〇学生納付特例事務法人の指定について 

平成２７年度は、愛媛県で１校、高知県で１校の合計２校を新たに指定しました。 

 
県 名 指 定 校 名 指定年月日 

愛媛県 十全看護専門学校 27.7.6 

高知県 高知県立幡多看護専門学校 27.8.7 

 

    （注）高知県立幡多看護専門学校は、地方公共団体であるため、「学生納付特例事務取扱教育施設」として指

定しました。 
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（12）保険料納付確認団体の指定等 

①業務概要 

同種の事業や業務に従事する国民年金の被保険者を構成員とする団体等が、国民年金の

被保険者である構成員の委託に基づき、構成員の国民年金保険料の納付状況を確認できる

「保険料納付確認団体制度」があり、厚生労働大臣（地方厚生（支）局長に委任）が指定

を行っています。 

この制度は、団体等が年金受給権を確保することが目的であり、団体等が構成員へ国民

年金保険料の納付状況を通知するとともに、未納であれば自主的な納付を促すものです。 

 

 

（13）日本年金機構との協力・連携等 

①業務概要 

    機構が行う年金事業が適正かつ円滑に運営されるよう、機構との情報交換や共有化、また、

公的年金制度の啓発・普及を目的とした地域年金展開事業の協力・連携を行っています。 

 

  ②業務実績 

    公的年金制度関係の最近の動向や四国厚生支局及び機構の四国管内の業務状況などについ

て情報及び意見交換を行いました。また、地域年金展開事業への支援を行いました。 

   ○機構四国ブロック本部との事務打合せ会の実施・・・年６回 

   ○地域年金事業運営調整会議（各県代表年金事務所主催）への参加 

   ○地域年金展開事業の実施に係る協力・連携 

    ・・・管内の大学等に対する年金制度周知パンフレットの送付 

・・・管内の大学等に対する「年金セミナー」開催の要請 
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（１）年金記録の訂正請求に関する調査等の業務 

①業務概要 
日本年金機構年金事務所段階で訂正できない年金記録の訂正請求事案について、様々な関

連資料や周辺事情などを幅広く詳細に調査し、中国四国地方年金記録訂正審議会の答申に基づ

き、年金記録の訂正・不訂正を決定しています。 
  

②業務実績 
平成２７年度の業務実績は、次のとおりです。 
・訂正請求の受付・処理状況 

 
平成27年度 

国 民 年 金  厚生年金保険  計   

受 付 件 数 （※1） 13 99 112 

処 理 件 数 （※2） 14 102 116 

 

四国厚生支局で処理 10 43 53 

 訂 正 決 定 （※3） 0 12 12 

不 訂 正 決 定  10 31 41 

請 求 却 下  0 0 0 

日本年金機構で記録訂正 0 42 42 

訂正請求の取下げ等 4 17 21 

※1 受付件数は、平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月の間に四国厚生支局管内の年金事務所が訂正請求書を受理した件数です。 

※2 処理件数は、平成 27 年 3 月～平成 28 年 3 月に受け付けた訂正請求のうち、平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月の間に 

四国厚生支局が処理した件数、日本年金機構が記録訂正した件数及び訂正請求が取下げ等となった件数です。 

※3 訂正決定の件数は、請求内容の一部について訂正決定した事案を含みます。 

 

 

（２）中国四国地方年金記録訂正審議会（四国担当部会）の運営 

○業務概要 
    中国四国地方年金記録訂正審議会は、年金記録の訂正請求事案のうち、年金事務所段階で訂

正できない請求事案について中立的な立場で公平・公正な判断を行うため、中国四国厚生局

に設置されています。 
同審議会には四国を担当する部会が置かれ、弁護士、社会保険労務士、税理士などの専門家

が、一つ一つの請求事案について、年金記録を訂正すべきかどうかを審議して判断します。 
四国厚生支局では部会の運営をはじめ、委員に関する庶務等を行っています。 

 
  

４ 年金審査課 
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（１）各種養成施設等の指定及び監督 

①業務概要 
国民の健康や安全な生活の維持向上を図ることを目的として、一定の資格を有する人材を

育成する厚生労働省所管の各種養成施設等について、新規の指定（認定）及び変更等の申請を

受理し、審査を行うとともに、既指定（認定）の養成施設等について、指定（認定）規則及び

指導要領に適合した運営、教育がなされるよう、指導・監督を行っています。 

    なお、平成２８年３月３１日、指定保育士養成施設の指定・指導監督事務が都道府県に移譲

されました。 
 

○各種養成施設等の指定（認定）状況  

（平成２８年３月３１日現在。なお、指定保育士養成施設については、平成２８年３月３０日現在） 

施   設   種   別 課程（施設）数 

管理栄養士養成施設（注１） 4 (4) 
栄養士養成施設 6 (6) 
指定保育士養成施設 26 (23) 
科目確認大学等（社会福祉士） 17 (12) 
介護福祉士養成学校 7 (6) 
福祉系高等学校等 8 (8) 
あ・は・き 養成施設（注２） 1 (1) 

計 69 (60) 
（注１）管理栄養士の４養成施設は栄養士の資格も得られます。 

（注２）あ・は・き養成施設とは、あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師養成施設を略した表現です。 

（参考）次の養成施設の指定・指導監督事務については、平成２７年４月１日から都道府県に移譲されています。 

    理容師、美容師、調理師、社会福祉士（文科省と共管のものを除く）、介護福祉士（文科省と共管のもの

を除く）、介護福祉士実務者養成施設（文科省と共管のものを除く）、社会福祉主事、精神保健福祉士（文

科省と共管のものを除く）、保健師、助産師、看護師、理学療法士、作業療法士、診療放射線技師、臨床検

査技師、視能訓練士、臨床工学技士、言語聴覚士、義肢装具士、救急救命士、歯科衛生士、歯科技工士、は

り師、きゅう師、柔道整復師、製菓衛生師、食品衛生管理者、食品衛生監視員 

 
②業務実績 

平成２７年度の指定等及び指導監督の業務実績は、次のとおりです。 
 
 
 

5 健康福祉課 
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○指定等に関する事務 

養 成 施 設 等 の 種 別 
指 定

(※) 

取 消 

(廃止) 

変 更 

承 認 
変 更 届 報 告 書 

管理栄養士養成施設  0 0   0 1 4 
栄養士養成施設 0 0  1 2 6 
指定保育士養成施設 1 0 10 7 25 
科目確認大学等（社会福祉士） 0 0 1 17  
介護福祉士養成学校 0 1 1 16 7 
福祉系高等学校等 4 2 1 12 10 
あ・は・き 養成施設 0 0 1 1 1 

計 5 3 15 56 53 
(※)平成２７年度中に指定手続きが終了した養成施設の数 

 
○指導監督に関する業務 

養 成 施 設 等 の 種 別 

対象施

設 数 

実施施 

設 数 

改 善 指 導 件 数 

該当施

設 数 

文  書 

指  摘 

口 頭 

指 摘 

管理栄養士養成施設 4 0 0 0 0 
栄養士養成施設 6 2 1 1 1 
指定保育士養成施設 23 11 13 7 6 
介護福祉士養成学校 6 2  1  0 1 
福祉系高等学校等 10 0 0 0 0 
あ・は・き 養成施設 1 0 0 0 0 

計 50 15 15 8 8 

 

 

（２）補助金等の交付 

①業務概要 
地方自治体を交付対象とする補助金等の執行事務のうち、結核医療費負担金や地方公共団

体が整備する社会福祉施設、保健衛生施設の施設・設備費の交付決定などの執行業務を行

っています。 
また、補助金等の交付を受けて取得した財産を交付の目的に反して使用する等の処分を行

うにあたっては、「補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律」に基づく厚生労働大

臣の承認が必要とされており、四国厚生支局では、補助金等で整備した施設・設備に関する

財産処分の承認審査を行っています。 
 

②業務実績 
平成２７年度の業務実績は、次のとおりです。 
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○補助金等の交付                           （単位：円） 

補助金等名称 交 付 目 的 交付決定額 

結核医療費負担金 

都道府県、保健所を設置する政令市及び特別区が行う従

業禁止・命令入所患者に対する医療に要する費用の一部

を負担する 

 
65,343,643 

 

結核医療費補助金 
都道府県、保健所を設置する政令市及び特別区が行う一

般患者に対する医療に要する費用等の一部を補助する 

 
5,815,772 

 

原爆被爆者健康診

断費交付金 

都道府県、広島市及び長崎市が行う原爆被爆者の健康診

断に要する費用並びに被爆者健康手帳の交付に要する費

用を交付する 

 
10,601,210 

 

原爆被爆者手当交

付金 

都道府県、広島市及び長崎市が行う医療特別手当、特別

手当、健康管理手当、保健手当並びに原子爆弾小頭症手

当の支給に要する費用並びに事務の処理に要する費用を

交付する 

648,649,098 
 

原爆被爆者葬祭料

交付金 

都道府県、広島市及び長崎市が行う原爆被爆者葬祭料支

給事業に要する費用並びに事務の処理に要する費用を交

付する 

 
20,619,439 

 

児童扶養手当給付

費負担金 

都道府県知事等が行う児童扶養手当の支給に要する費用

の一部を負担することにより、父と生計を同じくしてい

ない児童が育成される家庭の生活の安定と自立の促進に

寄与し、もって児童の福祉の増進を図る 

6,198,616,089 

児童入所施設措置

費等負担金 

児童入所施設への児童等の入所後の保護又は委託後の養

育につき、児童福祉施設最低基準を維持するために要す

る費用として、地方公共団体の支弁した経費に対し、国

が負担する 

3,585,210,166 
  

特別児童扶養手当

事務取扱交付金 

都道府県知事又は市町村長が、特別児童扶養手当等の支

給に関する法律に基づいて特別児童扶養手当の支給事務

を行うための経費を交付する 

 
32,627,482 

  

特別障害者手当等

給付費負担金 

都道府県市が行う特別障害者手当、障害児福祉手当等の

支給に要する費用の一部を負担することにより、精神又

は身体に重度の障害を有する者の福祉の増進を図る 

 
1,255,443,585 

 

婦人保護事業費負

担金 

「売春防止法」に基づき要保護女子についてその転落の

未然防止と保護更生を図ること及び「配偶者暴力防止

法」に基づき配偶者からの暴力被害者である女性の保護

等を目的とする 

 
33,797,915 
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補助金等名称 交 付 目 的 交付決定額 

婦人相談所運営費

負担金 
1,074,685 

婦人保護事業費補

助金 
21,036,125 

保健衛生施設等施

設整備費国庫補助

金 

農村検診センター、特定感染症指定医療機関施設等の施

設を整備し、地域住民の健康増進並びに疾病の予防及び

治療を行い、もって公衆衛生の向上に寄与することを目

的とする 

農村検診センター、特定感染症指定医療機関施設等の設

備を整備し、地域住民の健康増進並びに疾病の予防及び

治療を行い、もって公衆衛生の向上に寄与することを目

的とする 

139,906,000 
 

保健衛生施設等設

備整備費国庫補助

金 

41,033,000 

保健衛生施設等災

害復旧費補助金 

災害により被害を受け、その災害復旧に関し、厚生労働

大臣と協議して承認を得た施設の災害復旧事業に要する

費用等の一部を補助する 

0 

社会福祉施設等施

設整備費補助金 

社会福祉法人等が整備する施設整備に要する費用の一部

を補助することにより、施設入所者等の福祉の向上を図

ることを目的とする 

 
  545,327,000 

 
 

社会福祉施設等災

害復旧費補助金 

社会福祉法人等が整備した施設であって、暴風、洪水、

高潮、地震、その他の異常な自然現象により被害を受け

た施設の災害復旧に関し、厚生労働大臣等に協議して承

認を得た災害復旧事業に要する費用の一部を補助するこ

とにより、災害の速やかな復旧を図り、もって施設入所

者等の福祉を確保することを目的とする 

0 
 

地域介護・福祉空

間整備等施設整備

交付金 

地域における公的介護施設等の計画的な整備等の促進に

関する法律第4条に基づき、市町村が作成した市町村整

備計画に基づく事業又は事務の実施に要する経費に充て

るため、市町村に交付することにより、地域における公

的介護施設等の施設及び設備等の整備事業を推進するこ

とを目的とする 

 
166,297,000 

 

地域介護・福祉空

間整備推進交付金 
3,000,000 

次世代育成支援対

策施設整備交付金 

次世代育成支援対策推進法第11条第1項に規定する交付

金に関する省令第1条第2項に規定する施設の新設、修

理、改造、拡張又は整備に要する費用の一部に充てるた

めに、国が交付する交付金であり、もって、次世代育成

支援対策を推進することを目的とする 

 
340,263,000 
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補助金等名称 交 付 目 的 交付決定額 

保育所等整備交付

金 

保育所等及び保育所機能部分の新設、修理、改造又は整

備に要する経費の一部に充てるために国が交付する交付

金であり、もって、保育所待機児童の解消を図ることを

目的とする 

1,142,063,000 

 

○財産処分の承認等 

区  分 処理件数 

財産処分承認申請      8 
包括承認事項における財産処分報告の受理      39 

計      47 

 

 

（３）医療安全の普及・啓発 

①業務概要 

厚生労働省では、医療の安全に関する取り組みの普及及び啓発に関する業務を所管し、毎年

１１月２５日を含む１週間を「医療安全推進週間」と位置づけ医療安全対策の推進を図って

います。 

四国厚生支局では、医療機関の管理者等の資質の向上を図るため、医療安全対策に関する知

識等の習得、討議等を行う「医療安全に関するワークショップ」を開催しています。 

 

②業務実績 

平成２７年１２月９日（水）から１０日（木）までの２日間において、医療安全管理者等の

資質向上を図るため、初日は講義形式で行い、二日目は受講生が積極的に参加することができ

るグループワーク研修を中心として「医療安全に関するワークショップ」を開催しました。 

 

開 催 日: 平成２７年１２月９日（水）～１２月１０日（木） 
場  所: サンポートホール高松 
参加者数:２６２名 
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   ○実施プログラム 

 プ  ロ  グ  ラ  ム 担 当 講 師 

一

日

目 

「医療事故事例分析の実際と対策立案、改

善、評価について」 

聖マリアンナ医科大学病院 

医療安全管理室 

副部長 竜 トシ子 

「患者・患者家族の視点から期待する医療安

全について」 

新葛飾病院 

医療安全対策室 

医療対話推進者 豊田 郁子 

「医療事故対応に関する病院の意識と医療事

故調査制度の展望」 

九州大学病院医療安全管理部教授・部長 

（公財）日本医療機能評価機構執行理事 

後 信 

「医療機関における医療安全研修の企画」 
パラマウントベッド（株） 

技術開発本部主席研究員 

杉山 良子 

 

二

日

目 

「安全文化の醸成『活用しよう、チーム

STEPPS』」 

愛媛大学医学部附属病院医療安全管理部 

ゼネラルリスクマネージャー 

 戸田 由美子 

 

補助講師 

 聖マリアンナ医科大学病院 

  竜 トシ子 

 総合病院岡山協立病院 

  佐藤 恭江 

 香川県立中央病院 

  高島 明美 

 香川県立中央病院 

  鳥山 宏美 

 香川大学医学部附属病院 

  松本 佐和子 

 国立病院機構愛媛医療センター 

  近藤 ヒロ子 

 国立病院機構東徳島医療センター 

  鳶ヶ巣 千代子 

 国立病院機構徳島病院 

  壽見 千代美 
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（４）民生委員等の委嘱等業務 

①業務概要 
民生委員は、都道府県知事（指定都市、中核市の長を含む。以下同じ。）の推薦によって厚

生労働大臣が委嘱し、それぞれの地域において、常に住民の立場に立って相談に応じ、必要な

援助を行い、さらに、福祉事務所等関係行政機関に対する協力など、社会福祉の増進に努めて

います。 
また、民生委員は、児童委員を兼務することとされています。児童委員のうち主任児童委員

は、都道府県知事の推薦によって厚生労働大臣が指名し、児童の福祉に関する児童相談所等関

係行政機関と児童委員との連絡調整や児童委員の活動に対する援助を行っています。 
民生委員及び児童委員の任期は、３年とされており、３年ごとに一斉改選が行われています。

（前回改選は平成２５年１２月１日に行われ、任期は平成２８年１１月３０日までです。） 
四国厚生支局では、民生委員及び児童委員の委嘱・解嘱、主任児童委員の指名並びに厚生労

働大臣表彰状及び感謝状の授与などの業務を行っています。 
 

（参考）四国厚生支局管内の民生委員数（平成28年3月31日現在） 

県   市 民生委員数 主任児童委員数 

県 

徳 島 県 1,820 180 
香 川 県 1,187 147 
愛 媛 県 2,347 295 
高 知 県 1,573  129 

中 

核 

市 

高 松 市 761 85 
松 山 市 900  86 
高 知 市 657 55 
計 9,245  977 

 
②業務実績 

平成２７年度の民生委員・児童委員の委嘱等の業務実績は、次のとおりです。 
 

区    分 処 理 件 数 

民生委員・児童委員の委嘱 141 
民生委員・児童委員の解嘱    143 
主任児童委員の指名 14   
厚生労働大臣表彰状の授与 19 
厚生労働大臣特別表彰の授与 9 
厚生労働大臣感謝状の授与 66 
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（５）医療観察法による移送 

①制度概要 
「心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及び観察等に関する法律」に基づき、

心神喪失の状態（精神障害のために善悪の区別がつかないなど、刑事責任を問えない状態）

で重大な他害行為（殺人、放火、強盗、強姦、強制わいせつ、傷害）を行った者に対し、継

続的かつ適切な医療並びにその確保のために必要な観察及び指導を行うことによって、その

症状の改善及びこれに伴う同様の行為の再発の防止を図り、その社会復帰を促進することと

しています。 
この法律は、心神喪失の状態で重大な他害行為を行った者であって、不起訴処分又は無罪等

の裁判が確定した者に対して、①適切な鑑定や専門家・関係者の意見を踏まえた裁判所にお

ける最も適切な処遇の決定、②国公立の指定入院医療機関における、症状に応じた適切な入

院処遇の実施、③指定通院医療機関における退院後の医療の継続及び保護観察所と都道府県

等の連携による実施計画に基づく観察・指導等の実施､④被害者等による裁判所の手続の傍聴

及び審判結果の通知などを行うこととされています。 
 

  ②業務概要 
地方厚生局は、①精神保健判定医及び精神保健参与員に関すること、②指定医療機関の指

定及び指導等に関すること、③指定入院医療機関又は指定通院医療機関の選定に関すること、

④地方裁判所の入所決定に基づく決定の執行及び入院決定又は通院決定を受けた者に対する医

療に関することを所掌しており、四国管内は中国四国厚生局が管轄しています。 
四国厚生支局では、四国管内における精神保健判定医及び精神保健参与員に関すること、対

象者の移送に関することに携わっています。 
 

③業務実績 

  平成２７年度の処遇決定状況は、次のとおりです。 

 

○処遇決定状況 

内  訳 件 数 

入院決定（移送） 7 
通 院 決 定 2 
不   処   遇 0 

計 9 
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（１）健康保険組合の行う業務についての認可、指導監督等 

①業務概要 
健康保険組合は、健康保険法に基づき国の健康保険事業を代行する公法人です。 
四国厚生支局では、健康保険事業を運営している健康保険組合の指導監督及び健康保険組合

に対する規約変更の認可等を行っています。 
また、健康保険組合の設立・解散及び合併等の事務指導を行っています。 
 
 
 
 
 
 

 
②業務実績 

平成２７年度は、８組合を対象に医療費の適正化による財政の健全化の観点から実地監査

を行いました。 
また、申請書等の業務実績は、次のとおりです。 

 
○申請書等の処理件数                    （単位：件） 

区  分 
規約改正等の 

認可 
届出等の受理 

大臣への提出 

書類の経由 

公法人証明、 

印鑑証明等 

健康保険組合 15 125 302 94 

 

 

（２）全国健康保険協会支部の行う業務についての認可、指導監督等 

①業務概要 
中小企業等のサラリーマン等が加入する健康保険は、全国健康保険協会が運営しており、都

道府県ごとに４７の支部が設置されています。 
四国厚生支局では、四国管内に所在する４支部の指導監督及び立入検査に係る認可等を行っ

ています。 
 

②業務実績 
平成２７年度は、全国健康保険協会支部の２支部について保険者機能の強化の観点から立入

検査を行いました。 
 

◆健康保険組合の状況（平成２８年３月末現在） 
 

○健康保険組合数     ２４組合 
○被保険者数     約９．３万人 

６ 保険年金課 
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○申請書等の処理件数   （単位：件） 

区  分 
立入検査等の 

認可 

全国健康保険協会 53 

 

 

（３）厚生年金基金の認可、指導監督等 

①業務概要 
厚生年金基金制度は、厚生年金の一部を国に代わって支給(代行部分)するとともに、厚生年

金基金ごとに定められた独自の上乗せ給付（プラスアルファ部分）を行う年金制度です。 
厚生年金基金は、厚生年金保険法に基づき厚生労働大臣の認可を受け、特別の公法人として

制度の運営・管理を行っています。 
四国厚生支局では、厚生年金基金に対する認可、指導監督等を行っています。 
 
 
 

 
 
 
 

②業務実績 
平成２７年度は、１基金を対象に財政運営の適正化の観点から実地監査を行いました。ま

た、１基金を対象に財産目録等の承認申請に基づく実地監査を行いました。 
なお、申請書等の業務実績は、次のとおりです。 

 

○申請書等の処理件数                    （単位：件） 

区  分 
規約改正等 

の認可 
届出等の受理 

大臣への提出 

書類の経由 

公法人証明、 

印鑑証明等 

厚生年金基金 16 88 186 165 

 

 

（４）国民年金基金の認可、指導監督等 

①業務概要 
国民年金基金は、国民年金法に基づき厚生労働大臣の認可を受け都道府県ごと（地域型）や

業種別（職能型）に設立された公法人で、自営業者等の方々に老齢基礎年金に上乗せする給付

を支給する制度です。 
四国厚生支局では、国民年金基金に対する認可、指導監督等を行っています。 
 

◆厚生年金基金の状況（平成２８年 3 月末現在） 
 

○厚生年金基金数     ９基金 
○加入員数     約３．３万人 
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②業務実績 
平成２７年度は、国民年金基金の自立の推進を図る観点から、加入員確保事業の推進に重

点を置き、１基金に対し実地監査を行いました。 
また、申請書等の業務実績は、次のとおりです。 
 

○申請書等の処理件数                    （単位：件） 

区  分 
規約改正等の 

認可 
届出等の受理 

大臣への提出 

書類の経由 

公法人証明、 

印鑑証明等 

国民年金基金 0 25 38 14 

 

 

（５）確定給付企業年金、確定拠出年金（企業型）の認可、承認及び指導監督等 

①業務概要 
確定給付企業年金は、労使合意の年金規約に基づき、事業所と信託会社・生保会社等が契

約を結び、母体企業の外で年金資産を管理・運用し年金給付を行う「規約型」と母体企業とは

別の法人格をもった基金を設立したうえで、基金において年金資産を管理・運用し年金給付を

行う「基金型」があります。 
確定拠出年金は、個人又は事業主が拠出した資金を個人が自己責任において運用の指図を

行い、高齢期において、その結果に基づいた給付を受けることができるようにするための制度

です。 
四国厚生支局では、確定給付企業年金、確定拠出年金（企業型）に係る認可、承認及び指

導監督等を行っています。 
 
 
 
 

 
 
 

②業務実績 
平成２７年度は、確定給付企業年金（基金型を含む。）の監査について、書面監査２６件、

実地監査３件を行いました。 

◆国民年金基金の状況（平成２８年 3 月末現在） 
 

○国民年金基金数     ４基金 
○加入員数     約１．２万人 

◆承認規約数の状況（平成２８年 3 月末現在） 
 

○確定給付企業年金（基金型を含む。）３４５規約 
○確定拠出年金（企業型）       ９８規約 
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また、申請書等の業務実績は、次のとおりです（確定拠出年金の新規承認規約数は３規

約。）。 
 

 ○申請書等の処理件数                     （単位：件）  

区  分 
規約(改正を含

む)の承認等 
届出等の受理 

大臣への提出

書類の経由 

公法人証明、 

印鑑証明等 

確定給付企業年金 14 245 244 22 

確定拠出年金 13 128   
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（１）国民健康保険の保険者等に対する技術的助言、指導監督 

①業務概要 
四国厚生支局管内の国民健康保険の保険者等に対し、国民健康保険事業の適正かつ安定的

運営の確保を図り、保険財政の健全化、医療費の適正化及び保健事業の充実に努めるよう、指

導監督を行っています。 
 

②業務実績 
  平成２７年度の業務実績は、次のとおりです。 

（単位：件） 

内   訳 
県 市町村 国保組合 国保連合会 

4 4 0 2 
 

 

（２）後期高齢者医療保険の保険者等に対する技術的助言、指導監督 

①業務概要 
四国厚生支局管内の後期高齢者医療保険の保険者等に対し、後期高齢者医療保険事業の適

正かつ安定的運営の確保を図り、保険財政の健全化及び医療費の適正化に努めるよう、指導監

督を行っています。 
 

②業務実績 
平成２７年度の業務実績は、次のとおりです。 

（単位：件） 
内   訳 

県 市町村 広域連合 国保連合会 

4 4 4 2 
 

 

（３）社会保険診療報酬支払基金支部の監督 

①業務概要 
四国厚生支局管内の社会保険診療報酬支払基金支部に対して、業務の適正かつ効率的な運営

を確保することを目的として監督を実施しています。 
 

②業務実績 
  平成２７年度の業務実績は、次のとおりです。 

内   容 件 数 
監査実施状況 2 支部 

７ 管理課 
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（１）特定機能病院に対する立入検査 

①業務概要 
医療法第２５条第３項の規定に基づき、特定機能病院が法令に規定された人員及び構造・

設備を有し、かつ、適正な管理を行っているか等について検査するため、特定機能病院に対す

る立入検査業務を行っています。 
 

②業務実績 
平成２７年度の業務実績は、次のとおりです。 
 

内   容 件 数 
立入検査 8 件 

 
 

（２）保険医療機関等及び保険医等の指導監督 

①業務概要 
保険医療機関等及び保険医等に対する指導監査業務について、香川県については指導監査

課が担当し、徳島県、愛媛県及び高知県については、所在する県事務所が担当して実施してい

ますが、案件によっては、当課と共同して指導監査業務を実施しています。 
また、臨床研修指定病院、大学附属病院等の保険医療機関等に対して、厚生労働省、四国

厚生支局及び県が共同して行う特定共同指導や共同指導を実施しています。 
さらに、各県事務所等に対する連絡調整や業務指導・監督等を行い、当支局管内における

指導監査業務の円滑な実施に努めています。 
 

○四国厚生支局管内における指定・登録状況 （平成２８年３月３１日現在） 

区  分 
機関数 

（登録人数） 
備   考 

病院 470機関 （内、歯科併設62機関含む） 

医科診療所 2,879機関 （内、歯科併設26機関含む） 

歯科診療所 1,966機関  

薬局 1,837機関  

指定訪問看護事業者 347機関  

医師 13,688人  

歯科医師 3,475人  

薬剤師 9,524人  

柔道整復師 1,216人  

 

８ 医療課 
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②業務実績 
平成２７年度の業務実績は、次のとおりです。 

 

内   容 件 数 

特定共同指導 2件 

共同指導 8件 
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調査課は、保険医療機関、保険薬局、保険医、保険薬剤師及び指定訪問看護事業者等の医

療保険事業の療養担当者に係る情報の管理及び分析や四国厚生支局の医療指導部門の訴訟に

係る業務の調整を行っています。 

 

（１）保険医療機関等管理システムの運用、情報の管理及び分析 

○業務概要 
  健康保険法に基づく保険医療機関、保険薬局及び指定訪問看護事業者の指定に係る情報や保 

険医療機関において診療に従事する保険医及び保険薬局において調剤に従事する保険薬剤師

の登録に係る情報等について、保険医療機関等管理システムからデータを抽出し、四国厚生

支局のホームページに掲載しています。 
  また、個別指導において保険医療機関等に改善を求めた主な指摘事項についても、適正な保

険診療、診療報酬の請求に役立てていただく目的から、ホームページへの掲載を行っています。 
 

（２）保険医療機関等の情報公開に関する業務 

  ①業務概要 

    行政機関の保有する情報の公開に関する法律（情報公開法）に基づき、医療指導部門の保有 

する行政文書の開示請求について、対応を行っています。 

   

②業務実績 

    平成２７年度の開示請求の処理状況は、次のとおりです。 

 

部   門 件 数 

医療指導部門 67 
 

（３）医療指導部門の訴訟に係る業務の調整 

  ①業務概要 

    国の利害に関係のある訴訟についての法務大臣の権限等に関する法律に基づき、四国厚生支 

局長が行った処分について、国を被告とする訴訟（医療指導部門に属するものに限る。）に

係る業務の調整を行っています。 

   

②業務実績 

    平成２７年度は、訴訟対応はありませんでした。 

    

 
 
 

９ 調査課 
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（１）保険医療機関等及び保険医等の指導監査等 

①業務概要 
ア 「保険医療機関及び保険医療養担当規則」等に定められている保険診療（保険調剤）

の取扱い及び診療（調剤）報酬の請求等に関する事項について周知徹底し、保険診療

（調剤）の質的向上及び適正化を図ることを目的として、健康保険法等の規定に基づき、

保険医療機関、保険薬局、保険医及び保険薬剤師に対して指導を実施しています。 
イ 「指定訪問看護の事業の人員及び運営に関する基準」等に定められている指定訪問看

護の取扱い及び訪問看護療養費の請求に関する事項について周知徹底し、指定訪問看護

の質的向上及び適正化を図ることを目的として、健康保険法等の規定に基づき、指定訪

問看護事業者、訪問看護ステーションの看護師等に対して指導を実施しています。 
ウ 受領委任の取扱規程等に定められている保険施術の取扱い及び療養費の請求に関する

事項について周知徹底し、保険施術の質的向上及び適正化を図ることを目的として、厚

生労働大臣の通知に基づき、受領委任に係る登録等を受けた柔道整復師に対して指導を

実施しています。 
 

なお、指導及び調査等から監査に至るものがありますが、その監査の結果に基づき、必要に

応じて保険医療機関・保険薬局、指定訪問看護事業者の指定の取消、保険医等の登録取消及

び柔道整復師の施術に係る療養費の受領委任の取扱いの中止の行政上の措置を行います。 
  

10 指導監査課及び各県事務所 

四国厚生支局管内４県について、香川県は指導監査課が、その他の県は各県事務所が

保険医療機関等の指導など、次の業務を行っています。 
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②業務実績 
ア 保険医療機関等の指導状況                                     （単位：件） 

 新規 

個別指導 
集団指導 

集団的 

個別指導 
個別指導 

徳 島 

医 科 ・ 病 院 0 115 8 5 
医科・診療所 9 622 28 18 

歯 科 8 452 32 16 
薬 局 22 439 31 15 

香 川 

医 科 ・ 病 院 1 98 5 4 
医科・診療所 8 726 23 22 

歯 科 13 493 30 19 
薬 局 27 569 40 21 

愛 媛 

医 科 ・ 病 院 0 147 10 6 
医科・診療所 11 1,012 39 38 

歯 科 9 659 54 29 
薬 局 30 591 43 22 

高 知 

医 科 ・ 病 院 0 137 9 5 
医科・診療所 4 444 22 10 

歯 科 10 392 30 13 
薬 局 15 424 30 15 

計 

医 科 ・ 病 院 1 497 32 20 
医科・診療所 32 2,804 112 88 

歯 科 40 1,996 146 77 
薬 局 94 2,023 144 73 

 

イ 指定訪問看護事業者の指導状況    （単位：件） 

 集団指導 個別指導 

徳 島 3 0 
香 川 5 1 
愛 媛 15 0 
高 知 5 0 

計 28 1 
 

ウ 柔道整復師の指導状況        （単位：件） 

 集団指導 個別指導 

徳 島 31 0 
香 川 46 2 
愛 媛 32 0 
高 知 8 2 

計 117 4 
 

 

50



 
 

（２）保険医療機関等における施設基準等の調査 

①業務概要 
保険医療機関及び保険薬局は、「施設基準」（従事者数、施設・設備等に関して厚生労働

大臣が定めた基準）を満たすことにより、所定の診療（調剤）報酬を算定できます。 
四国厚生支局では、保険医療機関等から提出された施設基準に係る届出の審査、受理及び

受理後の調査等の業務を行っています。 
 

②業務実績 
○適時調査の状況                            （単位：件） 

 医科・病院 医科・診療所 歯 科 薬 局 

徳 島 38 0 0 0 
香 川 31 9 0 0 
愛 媛 41 0 0 0 
高 知 37 7 0 0 

計 147 16 0 0 
 

 

（３）保険医療機関等の指定及び保険医等の登録 

①業務概要 
健康保険法に基づく保険医療機関及び保険薬局並びに指定訪問看護事業者の指定を行います。 
また、保険医療機関等において健康保険の診療に従事する医師又は保険薬局において健康保 

険の調剤に従事する薬剤師の保険医及び保険薬剤師の登録を行うとともに、柔道整復師の受

領委任に係る業務の契約等に基づく登録を行います。 
 

②業務実績 
ア 保険医療機関等の指定状況                        （単位：件） 

 医 科 歯 科 薬 局 

指 定 廃止等 
27年度 

末現在 
指 定 廃止等 

27年度 

末現在 
指 定 廃止等 

27年度 

末現在 

徳 島 90 107 751 60 55 456 68 62 388 
香 川 119 119 796 67 66 500 75 77 514 
愛 媛 161 160 1,211 100 96 716 82 72 562 
高 知 74 79 591 50 48 382 72 76 373 

計 444 465 3,349 277 265 2,054 297 287 1,837 
   注）指定欄は新規、更新の、廃止等欄は廃止、辞退、取消の合計件数です。 
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イ 指定訪問看護事業者の指定状況         （単位：件） 
 

指 定 廃 止 辞 退 
27年度末 

現在 

徳 島 9 4 0 77 
香 川 15 2 0 71 
愛 媛 15 3 0 139 
高 知 7 1 0 60 

計 46 10 0 347 
 

ウ 保険医等の登録状況                                              （単位：件） 
 

新規登録 抹 消 等 
異    動 

27年度末現在 
転 入 転 出 

徳 島 

医 師 56 12 102 97 3,149 
歯 科 医 師 32 4 21 45 965 
薬 剤 師 44 1 39 44 2,222 

香 川 

医 師 62 15 120 151 3,299 
歯 科 医 師 5 10 28 12 854 
薬 剤 師 63 2 87 66 2,563 

愛 媛 

医 師 82 16 139 174 4,578 
歯 科 医 師 5 15 26 11 1,062 
薬 剤 師 67 0 67 49 2,714 

高 知 

医 師 59 6 119 124 2,662 
歯 科 医 師 4 2 9 3 594 
薬 剤 師 37 1 29 36 2,025 

計 

医 師 259 49 480 546 13,688 
歯 科 医 師 46 31 84 71 3,475 
薬 剤 師 211 4 222 195 9,524 

    注）抹消等欄は抹消、死亡、取消の合計件数です。 

 

エ 柔道整復師(施術所)の届出・申出状況         （単位：件） 
 届出・申出 廃 止 27年度末現在 

徳 島 20 23 277 
香 川 47 30 413 
愛 媛 52 25 335 
高 知 19 20 211 

計 138 98 1,236 
 
 

 

 

 

 

52



 
 

（４）四国地方社会保険医療協議会各県部会の運営 

①業務概要 
四国地方社会保険医療協議会議事規則に基づき、保険医療機関又は保険薬局の指定について

審議するための四国地方社会保険医療協議会部会を各県に設置し、庶務を行っています。 
 

②業務実績 

四国地方社会保険医療協議会各県部会の開催状況・・・１２回（月 1 回） 

※実績は平成 27 年４月１日から平成 28 年３月３１日までの分です。 
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○ 社会保険各法による保険者が行う処分決定への不服申立の審査請求決定事務 

①業務概要 
社会保険審査官は、社会保険各法（健康保険法、船員保険法、厚生年金保険法、国民年金法、

年金給付遅延加算金支給法、石炭鉱業年金基本法）に基づく資格や給付、保険料（ただし、

国民年金に限る。これ以外の保険料は直接社会保険審査会へ再審査請求を行う。）に関して、

保険者（日本年金機構、全国健康保険協会、健康保険組合、厚生年金基金、企業年金連合会、

石炭鉱業年金基金、国民年金基金、厚生労働大臣）が決定する処分の変更を求める審査請求

事務を取り扱っています。 
 

②業務実績 
    平成２７年度の審査請求は、５７０件を受け付けました。 
    また、審査請求の処理件数は、次のとおりです。 
 

○処理状況                               （単位：件数） 
前年度より 

繰越 
受付 処理 取下げ 移送 

翌年度へ 
繰越 

28 570 563 11 1 23 

    

    ※上記の件数の内、平成 27 年４月の年金額改定の取り消しを求める審査請求の件数は、 

275 件です。 

    ※移送件数とは、他の厚生局扱分が提出された場合に管轄厚生局へ移送した件数です。 

  

１１ 社会保険審査官室 
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（１）不正薬物の取締り 

  ①業務概要 
ア 不正薬物の取締り 

麻薬取締部は、薬物犯罪の捜査を行う機関です。同部に所属する麻薬取締官が、麻薬及

び向精神薬取締法第５４条の規定に基づき、厚生労働大臣の指揮監督を受け、刑事訴訟法

の規定による司法警察員として、次の法律で規定される不正薬物の取締りを行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
イ 各取締機関との連携 

毎年、関係機関の担当者が出席する「四国地区麻薬取締協議会」を開催しています。 
また、取り扱った薬物事犯の性質、内容によっては、適宜、関係機関（警察、税関等）

と情報交換、合同捜査を行っています。 
 

②業務実績（平成２７年１～１２月） 
ア 不正薬物の取締件数等 

                       
              
           
                 
                        
 
 

 
 
 
 

 検挙件数  検挙人員 
麻薬及び向精神薬取締法違反 1 件 1 名 
大麻取締法違反  5 件 6 名 
覚せい剤取締法違反 13 件 14 名 
麻薬特例法違反 1 件 3 名 
医薬品、医療機器等の品質、有効性及

び安全性の確保等に関する法律違反

（旧薬事法としての違反を含む）  

9 件 8 名 

計 29 件 32 名 

１２ 麻薬取締部 

〔薬物関連五法〕 

○麻薬及び向精神薬取締法：ヘロイン、コカイン、ＭＤＭＡ、ＬＳＤ、向精神薬等 
○大麻取締法 ：大麻、大麻樹脂・大麻オイル等の大麻濃縮物 
○あへん法  ：あへん、けし、けしがら 
○覚せい剤取締法：覚醒剤、覚醒剤原料 
○麻薬特例法 ：業として行う薬物の密輸密売やマネー・ロンダリングの処罰、 

薬物犯罪収益の没収等 
〔その他〕 

○医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律：指定薬物 

○刑法：第２編第１４章 あへん煙に関する罪 

55



 
 

（押収物）  
コカイン      0.24g 

ケタミン      7.36ml 

向精神薬      18.5 錠 

乾燥大麻           19.899ｇ 

大麻草        99 本 

覚醒剤       0.642g 

指定薬物（植物片） 5.845g 

（液体）  20.47ml  59.6g 

 
   イ 各取締機関との連携 

平成２７年度は、６月９日に香川県高松市において「四国地区麻薬取締協議会」を開催し、

厚生労働省、法務省、財務省、警察庁、海上保安庁、高松高等検察庁、地方検察庁、税関、

海上保安本部、県警察本部及び米国取締機関等３０機関５３名が出席し、各機関の活動状況、

取締りの実情等の情報交換を行うとともに、薬物犯罪の手口や裁判例の分析及び捜査上の留

意点について討議等を行い、関係機関相互の連携を図りました。 
 
   ウ 合同捜査 
     香川県警察本部等と合同捜査を行い、平成２７年中に、覚せい剤取締法違反被疑事件等と

して７件１０名を検挙しました。 
     また、神戸税関坂出税関支署と協力して捜査を行い、平成２７年中に、医薬品、医療機器

等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律違反被疑事件として、３件３名を検挙し

ました。 
 
 
（２）薬物鑑定 

  ①業務概要 
麻薬取締部の鑑定官が最新の分析機器を駆使して、押収した証拠品を科学的かつ中立的な立

場から鑑定しており、薬物犯罪を立証する上で中核となる業務です。 
なお、押収した証拠品の鑑定結果を記載した鑑定書は、裁判において科学的に証明された重

要な証拠として採用されます。 
鑑定の主な業務は、以下のとおりです。 

○押収した薬物の鑑定 
○薬物使用の証明に係る生体試料（尿、汗、毛髪）の鑑定 
○注射器、パイプ、秤量器具等の関係押収品に係る付着物の鑑定 
○迅速かつ信頼性の高い鑑定手法の開発、新たな規制薬物に係る分析法の研究 

 
  ②業務実績（平成２７年１～１２月） 

鑑定官が受理した鑑定嘱託件数は、２８１件（検体数：４２４検体）です。 
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（３）医療用麻薬等の指導・監督 

  ①業務概要 
ア 許認可 

麻薬、向精神薬等は、中枢神経系に作用して精神機能に影響を及ぼす物質であり、その

使用方法を誤ると危険な薬物ですが、すぐれた鎮痛、鎮静効果等を有しているものがあり、

医薬品として必要不可欠なものです。 
これら薬物の適正な取扱いを確保するため、使用及び流通を正当な目的（医療又は学術

研究）に限定した上、その取扱者を免許、許可、届出制とすることで、不正ルートへの横

流し等を無くし、国民の健康被害を未然に防止しています。 
麻薬取締部は、これら免許等申請にかかる書類審査や現場確認等の業務を行います。 
また、特定の麻薬等原料物質については、外国において麻薬等密造の原料に用いられて

いることから、これらの原料を日本から輸出するにあたっては、輸入国政府宛の事前通報

や外国政府からの事前通報に対する回答事務を行い、正規の取引であることを確認してい

ます。 
なお、第５次地方分権一括法の施行にともない、平成２８年４月１日、これまで所管し

ていた麻薬小売業者間譲渡許可に関する権限が各県に移譲されました。 
    

イ 立入検査 
麻薬、向精神薬等を正規に取り扱う業者や医療機関等に対する指導・監督については、

その業務所等への立入検査を実施することが最も効果的であるため、従来から各県の麻薬

取締員や保健所職員と協力して立入検査を行い、麻薬取扱者等に対する行政指導を行って

います。 
 

②業務実績（平成２７年１～１２月） 
ア 許認可件数 

    
       

 
 
 
 
 
 

イ 立入検査 
麻薬関係 件 数 
麻薬輸入業者 1 件 
麻薬輸出業者 1 件 
麻薬製剤業者 1 件 
家庭麻薬製造業者 2 件 

 件 数 
麻薬関係 110 件 
向精神薬関係 3 件 
麻薬向精神薬原料関係 9 件 
覚醒剤・大麻関係 0 件 
けし関係 1 件 

計 123 件 
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麻薬関係 件 数 
麻薬卸売業者 6 件 
麻薬小売業者 32 件 
病院・一般診療所 61 件 
飼育動物診療施設 20 件 
麻薬研究者 6 件 

計 130 件 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）薬物乱用者対策・再乱用防止活動 

薬物相談電話（TEL 087－823－8800）を設置し、薬物乱用者やその家族等からの相談に応

じています。薬物乱用者やその家族等が希望した場合は、独自の再乱用防止対策プログラムも

実施しています。 
また、薬物中毒者に対しては、各県の麻薬取締員等と協力し、再び薬物に手を出さないよ

う必要な助言・指導を行っています。 
さらに、薬物依存・中毒者の治療、社会復帰支援に携わる関係機関（医療機関、行政機関

等）の専門職員による取組みについて、情報・意見交換を通じて、相談業務の充実、地域にお

ける関係機関の連携強化を図っています。 
平成２７年度は、９月２９日に香川県高松市で「中国四国地区薬物中毒対策連絡会議」を

開催し、精神保健福祉センター、精神保健指定医、保護観察官、刑務官、保健所職員等が情

報・意見交換を行いました。翌９月３０日に香川県高松市で「中国四国地区再乱用防止対策講

向精神薬関係 件 数 
向精神薬輸入業者 1 件 
向精神薬製造製剤業者  4 件 
免許みなし卸売販売業者 7 件 
免許みなし薬局   31 件 
病院・一般診療所・歯科 69 件 
飼育動物診療施設  19 件 

計 131 件 

 
覚醒剤関係 件 数 
覚せい剤研究者 1 件 
覚せい剤原料取扱者 6 件 
薬局 28 件 
病院・診療所 44 件 
飼育動物診療施設  14 件 

計 93 件 
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習会」を開催し、地域住民を対象に、地域全体の再乱用防止に関する知識の向上、薬物中毒・

依存症に対する理解の普及を図りました。これらの会議は、中国厚生局管内と四国厚生支局管

内で毎年交互に開催しています。 
 
 

（５）薬物乱用防止啓発活動 

①薬物乱用防止教室等への講師派遣（平成２７年１～１２月） 
薬物乱用を防止するためには新たな乱用者を生まない社会環境を構築する必要があり、そ

のために薬物に手を出す前の青少年に対する広報啓発として学校、ＰＴＡ、各種団体等が主催

する薬物乱用防止教室等に講師として職員を派遣しています。 
また、保健所やその他公的機関等からも依頼を受け、講師として職員を派遣しています。 

     
○業務実績（平成２７年１～１２月） 

講演実施状況 件 数 対象人員 
小学校・中学校・高等学校・大学等 17 件 4,978 名 
教育委員会等（教育関係） 2 件 280 名 
保健所等 8 件 540 名 
その他公的機関等 12 件 1,374 名 

計 39 件 7,172 名 

 
②「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 

２０１９年（平成３１年）までに薬物乱用を根絶することを目指すとした「新国連薬物乱

用根絶宣言(2009～2019 年)」への支援事業の一環として、官民一体となり、国民一人一人の

薬物乱用問題に対する認識を高め、国内外における薬物乱用防止に資するための活動を行って

います。 
（平成２７年度運動期間：６月２０日～７月１９日） 

 
③不正大麻・けし撲滅運動 

あへん法で「けし」、麻薬及び向精神薬取締法で「ハカマオニゲシ」、大麻取締法で「大

麻」が規制されていますが、自生の大麻やけし等が薬物乱用者の間で不正に流通し悪用される

ことがないよう、けしの開花時期や大麻の生長期に合わせ、不正大麻・けし撲滅運動を実施し、

関係機関等に対してポスター、リーフレット等を配付するとともに、管内各県、保健所職員等

と協力して不正大麻・けしの発見・除去を行っています。 
（平成２７年度運動期間：５月１日～６月３０日） 

 
④麻薬・覚醒剤乱用防止運動 

厚生労働省と各都道府県が共催して国民の薬物乱用防止に対する意識を深めるため、地域

団体を加え麻薬・覚醒剤乱用防止運動を行っています。 
平成２７年度は、１１月２５日に徳島県徳島市において、「麻薬・覚醒剤乱用防止運動徳
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島大会」を開催し、参加者一人ひとりに薬物乱用による危害を認識させるともに、乱用防止に

対して積極的な姿勢を喚起しました。この大会は、中国厚生局管内と四国厚支生局管内で毎年

交互に実施しています。 
（平成２７年度運動期間：１０月１日～１１月３０日）   
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